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準グランプリ・優秀作品賞

準グランプリ 新留 杏実
中央⼯学校 OSAKA ２年
「look at -家事をみせるんだ -」
家族が家事を共有しやすいように考えたプラ
ンです。部屋に閉じこもっていたり、背中を
向けてくつろいだりしていると知らないうち
に家事をしてもらっていて、家事を他⼈事だ
と認識されているかもしれません。そんな状
態ではお⺟さんのため息にすら気づかない関
係になります。だから家事をしている姿が⾃
然と視線に⼊るようにして、家事を⾝近に感
じさせます。このプランが円満な家族のきっ
かけになると思います。（⼀部抜粋）

優秀作品賞 助川 仁美
⼤阪⼯業技術専⾨学校 ２年
「なだらかに繋がる暮らし」
多様なライフスタイルの実現するため、様々なシーンに対応
できるプランを⼼掛けました。空間に⼤きな影響を与える壁
は最⼩限にとどめ、仕切りは主にカーテンで対応させます。
東側と⻄側で主⽤途を分け、東側は家族の為のくつろげる空
間に、⻄側は来客が⼤勢来ても対応できる広々とした空間を、
ダイニングテーブルとキッチンを主に計画しました。⼈と⼈
の繋がりを⼤切にできる計画になっています。なだらかに、
⼈の⽬線、声、動きを感じとれ、それをﾞ曲線ﾞというキーワ
ードを⽤いてプランに落とし込みました。遊びゴコロある曲
線の床が住む⼈の居⼼地を、存分に表現しています。⽴地を
⽣かし、⾃然の多いこの⼟地だからこそ、⼀つの空間にまと
めることで、⽇光や⾵、⾳をどこからでも感じられます。東
側は、ファッションや⾳楽を楽しみやすいよう、⼤きな姿⾒
鏡、ウォークインクローゼット、そして壁⾯に⾳源を置いて
、若い世代に対応させた⽣活をイメージしています。
（⼀部抜粋）

優秀作品賞 柿花 楓恋
⼤阪⼯業技術専⾨学校  ２年
「Simple is best」

2⼾ 1化住⼾のリノベーション
孤⽴化が進んでいる今、コミュニケーション
が必要です。コミュニケーションをとるうえ
で壁はいりません。なので仕切りを取り除き
ました。取り除いたことで壁を作るコストの
削減もでき、空間も広く感じます。ライフス
テージの変化とともにカーテンで対応可能で
す。収納棚も備えついているためイニシャル
コストの軽減ができ収納もできます。

グランプリ

グランプリ ⼭下 奈緒美
⼤阪市⽴都島第⼆⼯業⾼等学校 ３年
「ウェルカムキッチンで繋ぐ団地の魅⼒」
【コンセプト】
 内部空間でも、共に住まうことの豊かさを提案はできないかと考えた。
【団地外部空間の魅⼒】
 広場で⼈と⼈が交流し共に住まうことの豊かさを実感できる。
【団地内部空間の魅⼒①】
 ⽞関を⼤きくし、ウェルカムキッチンを作る。家族や友⼈のみでなく、地域の⼈も招きたくなる場所へ。
【団地内部空間の魅⼒②】
 ⽣活の中であまり意識しない団地の緑や活動を、斜め壁があることで視線を外に誘導し、団地の緑や交流を
部屋に居ながら感じられる。
【使いやすさ・機能性】
 リビングはダイニングキッチンから独⽴することで、家族がくつろげるプライベートリビングになる。
 リビングにはミニキッチンがあり、トイレや⾵呂、寝室なども廊下を挟まず⾏き来でき、使い勝⼿が良い。
【将来性・建設コストへの配慮】
 料理好きな奥さんと旦那さん、⼦⼀⼈の三⼈家族、⼦どもが⾃⽴した後は、夫婦で⼦ども⾷堂を運営し
ようと考えている。ウェルカムキッチンの机や棚は合板などでコストを抑え制作し、将来的には DIYし作
り替えが可能。



奨励賞
奨励賞 島⽥ ⿇鈴
⼤阪⼯業技術専⾨学校 １年
「趣味を⾒る団地⽣活」
○趣味と⽣きる
本、CD、写真などコレクションを⾒せながら
収納できるスペースを沢⼭設けた。⽞関が⼆つ
あり⼀つは物置、もう⼀⽅からはホールからリ
ビングに続くのと、ベランダ⽅向に出るものが
ある。ベランダ側にも出⼊⼝を設けた理由とし
て、友⼈を招く際に家族のプライベートゾーン
を⾒せず直接趣味スペースに招くことができる。
部屋の繋ぎ⽬になる狭い通路は孤⽴しないよう
ソファーを置き⼈が溜まれるようにした。個室
に窓を設けたかったので趣味スペースの壁を開
けカーテンを取り付け⾃然な光と⾵が⼊るよう
にした。必要でなければこの家には⾒える収納
がほとんどという弱点が有るので、ここを物置
部屋としても活⽤できる。（⼀部抜粋） 

奨励賞 橘髙 有⽣
中央⼯学校 OSAKA １年
「ごろね 〜家族が集うたたみ空間〜」

ここでは夫婦と幼稚園に通う⼦どもが
暮らしています。個室は⼀つしか無く、
南側には畳に布団を敷き川の字で就寝
します。それでは、そんな家族の⽣活
をのぞいてみましょう。

奨励賞 ⻄本 裕哉
中央⼯学校 OSAKA １年
「収納と⽊がある家」
従来の住宅ではそこまでだったが、近年では
収納スペースが重要視されてきている。中で
もマンション、団地においては狭い空間の中
で確保しなければならない。よって今回、収
納スペースの確保とそれによる圧迫感の解消
を⼼がけた。東の壁、⽞関、台所裏、家事空
間の床下など、各⽤途に合うように収納スペ
ースを設けた。また、南側廊下の壁⼀⾯の⿊
板の壁紙では、⼦供が⾃由に絵を描き創造⼒
を養い、その姿を書斎で⽗が⾒守る。台所に
⽴つ⺟からは、常に⼦供が⾒えるため、安⼼
して家事ができる。東側は、広々とした空間
を確保した。梁の⼀部分は収納棚に隠し、ま
た、垂直に⽊材の梁を設けた。（⼀部抜粋）

佳作 北仲 紗⼸
⼤阪市⽴⼯芸⾼等学校 ２年
「Compatible House」

タイトル通り、この設計趣旨は
『Compatible House』つまり、『両⽴
できる家』です。例えば、暮らしと仕
事の両⽴。今回は書斎部分を広く取り、
床を⼟間にすることで、普段は家族で
くつろげるスペースになっていますが、
仕事や作業をする際には客⼈を招き、
打ち合わせなどができるようになって
います。

佳作 ⾼橋 颯希
⼤阪市⽴都島第⼆⼯業⾼等学校 ４年
「縁側で暮らす」

扉を開けると昔ながらの縁側という
半野外空間が広がる。⼦育て世代が
世間話やお茶をすることや、家族間
の交流が⽣まれるように、読書や卓
球台などのアクティビティーを縁側
に持ち出し、昔の⽇本家屋で⾒られ
た縁側のコミュニティーを団地に再
⽣（リノベーション）する。
（⼀部抜粋）

佳作 張 展
⽇本理⼯情報専⾨学校 ２年
「OCEAN OF KNOWLEDGE」 

今回のデザインのタイトルは「ocean of knowledge」、すな
わち「知識の海」。本棚を通して、東北側のプライバシー空間
と⻄南側の公共空間がつながります。全体的に簡潔、明快、
経済的なインテリアデザインにしました。本棚はだいたい 3つ
の区域に分けることができます。ダイニングとリビングは休憩
の場所で、そこの本棚は主に趣味の本や⼩説など、読書スペー
スと東北側の寝室の本棚は専⾨書物と寝る前に読む本を置く場
所です。ソファの後ろ、⽞関の隣及び机の側には書棚を設置し
ています。空間の機能性と便利性はこの本棚のデザインがポイ
ントです。開放的なキッチンとダイニングは室内の広さと光り
を改善する上に、家族の交流も促進することで良い、家族関係
を作るために役⽴ちます。

佳作
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